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論文賞

平居 　孝之 君

建築物 の性能向上 と維持保全 の ための

各種仕上材料の 適用に 関する研究

　平居 孝之氏 は、建築物の 性 能 向上 と維 持 保全の た め の 各種

仕 上材 料の適用 に 関する研究と して以 下 を行 っ てき た。

D 仕上 材 料 と して 広 く使 わ れ て い る セ ッ コ ウ に着 目 し、建

　　築 材料 と して の セ ッ コ ウ の 性質と セ ッ コ ウ をマ トリッ ク

　　ス と した複合 材 料 と して利 用す る 方 法を 明 ら か に した。

2） 繊維 に よる モ ル タル と コ ン ク リートの 補強 に つ い て 、物

　　性 の 試 験、繊維補強機構の 解析、適切 な 繊維補 強方 法 の

　　開 発、性能評価試験方 法 の策 定 な ど の 研 究 を 行 い 、仕上

　　材 料 と しての適用 性を明らか に した。

3 ）石 綿 を全 面 的 に 使用 禁 止 に して い る EOC 諸国 を 実態 調

　　査 し石 綿の 健康被害の 重 大性 に着 目 し、ス レートに使わ

　　れ た石 綿 を代替 で き る 繊維 補 強技 術 の 開発と 指針 作成 を

　　行 っ た 。 例えば、繊維補強セ メ ン トパ ネル か ら構 成 さ れ

　　た 打込 み 型枠 につ い て 、コ ン ク リートと の接 合 1生能 に優

　　れ たパ ネルの 構成形状、構造 強度 性 能 お よび 耐火 性能に

　　つ い て、数値計算を用 い た解析と実験 か ら研 究 し、そ の

　 　 実 用化 が可 能で あ る こ とを見 い だ した。

4 ）塩分を含ん だ既 存の 鉄筋 コ ン ク リート構造 物 の 鉄筋 の錆

　　の 発 生 を抑 制す る 方法 と し て、防錆材、仕上 材料 等 を塗

　　布 し 浸透さ せ る工 法 を実 構造 物 に適用 し て その 有用性を

　　 明 らか に した。

5 ）タイ ル の 剥 離の メ 力ニ ズ ム につ い て数 値 計算 に よ る 解 析

　　 を中心に 研究 し、タイル 下 地で あ る モル タ ルの 施 工、モ

　　ル タル 塗 り にお け る施工 時 の 風 に よ る ドラ イ ア ウ トに つ

　 　 い て も主 と して 実 験 によ り問 題点 の解 明 を行 っ た。

6） 木造 の 軸 組 や枠組 の 残存 強度 に つ い て 、ビス の 引 き 抜 き

　　 に よる 強度 推 定 方法 につ い て研 究 し、既 存 木造住宅 へ の

　　適用 試験、タイ ル仕上 げ改 修 パ ネル の 取 り付 け強 度 の 検

　　 討、寒冷地 居住施 設の 残存 強度の 調 査な どに 適用 を試み た。

　以上 、建 築物 の性 能 向 上 と維持 保 全 のた め の各 種 仕上 材料

の適 用 に関 し多 くの 成果 を あ げた。よ っ て こ こ に 日 本建 築 仕

上 学会 学 会賞 の論 文賞 を贈 る もの であ る。

論文賞

桝 団　佳寛 君

鉄筋 コ ン ク リ
ー ト造建築物の

補修技術 に関す る一 連の 研究

本研 究 は、桝 田佳 寛氏 が 建 設省 建築 研 究所 お よ び宇都 宮大

日本建築仕上学会学会賞受賞者紹介

学 にお い て 行 っ てき た鉄 筋 コ ン ク リ
ート造建 築 物の 調 査 ・診

断およ び補修技術の 評価 に関す る一連 の研 究 を ま とめ た もの

で あ る。

　鉄 筋 コ ン ク リ
ー

ト造建築物は、本来 耐 久 的で あ り、そ の寿

命 は 50 年 とも 100 年 ともい わ れ て き た が、1980 年 代 にな

っ て鉄筋腐食 に よ る コ ン ク リートの ひ び割 れや 剥落な どの 早

期 劣化 現 象 が顕 在化 し、大 ぎ な 社会 問題 とな っ た。こ れ らの

鉄筋腐食の 原因と して 塩 害 が考 え ら れ た。そ こ で 、先ず、実

際の 鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト造建築物を対象に広 汎 な劣 化 実態 調 査

を行い 、鉄筋腐食に よる 劣化 の実 態 な らびに 塩 化物の 鉄 筋 腐

食 に及 ぼす 影響を明 らか に した e 次 い で、塩 化物 に よ る劣化

メ 力 ニ ズ ム に 関す る 実験 を 行 い、実 態 調査 お よ び実験結果 に

基 づ いて コ ン クリ
ー

ト中へ の塩 化物 イ オ ン の 浸 透 を予 測する

た め の 数学 モ デル を 提案 した。さ ら に、鉄筋 腐食 に 影 響 を及

ぼす コ ン ク リートの 中性化の 進行 に 関 して促 進 試験を 行 う と

とも に 中性化 進 行速度 を予 測するた めの 数学モ デル も 提 案 し

た 。 これ らの モ デル は、実際の現 象 を物 理 ・化 学 的 に 忠 実に

記 述 し、種 々の 影響因 子 が組み 込ま れて い る と同時 に、必 要

以 上 に 複雑に 記 述す る こ との ない モデ ル とな っ て い る。次 に、

実 際の 劣化 状況 を 模擬 し た試験体に よ り表 面被 覆 材 （仕 上塗

材）お よ び浸透 性 吸水 防 止材 によ る鉄筋 腐 食抑 制効果、鉄筋

防錆 材 お よび 断面 修復材に よる 鉄筋 腐 食補 修効果、表 面 被覆

材お よび 浸透 1生吸 水 防止材 に よる 塩化物浸透抑制効果につ い

て 促進 試験およ び屋外暴露試験 を 行 い、さ らに、鉄 筋腐 食 が

著 しい部 材の 耐力 評 価と耐力を回 復するた め の炭 素 繊維 シー

トに よる 補強 工 法 につ い て 実験 し、それ らの 材料 ・工 法の 効

果 を明 らかに した 。

　 こ れ らの 成果 は、日本建 築 学会 「鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト造建築

物の耐 久性調 査
・
診断

・
補修指針 （案 ）

・同解説 」、建設 省 「建

築 改修 工事監 理 指針 」、日本建築仕上学会 「炭素繊維シ
ートを

用 い た鉄筋コ ン ク リート造建築物の耐 久 性補 強指 針 （案）・同

解 説 」 に反 映され て お り、学術の 進歩発展に寄 与する とこ ろ

が大 き く、鉄筋 コ ン ク リート造建 築 物 の耐 久性 向上 ・維 持保

全 に多大の 貢献をして い る。よ っ て 、こ こ に 日本 建築 仕 上学

会 学 会賞 の 論 文賞 を贈 る もの である。

論文賞

山本 　康弘 君

建築物 の 外装工 法の 合理 化に関す る

基礎的研究

　本研 究 は 建築物 の 外 装工 法 の 合理 化に 関 す る も の で あ っ て、
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トカ
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込 み 型 枠な どの 軽量化を 目的と して 、こ れ らプ レキ ャ ス トコ
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